
３ プログラム 

 

５ 事業の評価 

 
 
 
 
 
 
 
 
■参加者アンケートから 
 活動内容と事業の満足度について 100％肯定的な評価を得ること
ができた。 

■「黒曜石の切れ味がわかった」「火起こし体験が良い経験となった」
等の声があった。 
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ネイパル歴史探検隊 ネイパル北見 

歴史から学び、郷土を大切に思う心を育む 

１ 事業のねらい 

  オホーツクの歴史について様々な
体験活動を通して学び、歴史から学ん
だことを現代生活に生かす力を養う
とともに、郷土を大切に思う心を育
む。 

２ 事業の概要 

 ■期日 R６.10.19(土)～20(日) １泊２日 
■対象 小学校３年生～中学３年生 
■人数 10 名 
■場所 ネイパル北見、ところ遺跡の森、東京大学大学院人文

社会系研究科附属北海文化研究常呂実習施設 
 

４ ねらいを達成するための活動の工夫 

 ■オホーツクの歴史について学ぶ様々な体験活動 
  ・「常呂遺跡サイクリングツアー」「縄文土器、縄づくり」「竪穴式

住居で火起こし体験」など、歴史を遺跡等で実際に体験しなが
ら学ぶ活動を設定した。 

 ■地域の施設や団体と連携した事業 
  ・「ところ遺跡の森」「東京大学大学院人文社会系研究科附属北海

文化研究常呂実習施設」「常呂図書館ボランティアところころり
ん」「常呂高校の地域学習」と連携し、読み聞かせや、講話など、
多角的に参加者が郷土を知ることができるように工夫した。 

６ ねらいを踏まえた成果と課題 

 ●常呂遺跡の森と共催することで、実際の土器を見ながらオリ
ジナル土器の作製や、竪穴式住居の中で火起こしをするなど、
昔の人々の暮らしに想いを馳せながら活動をすることができ
た。 

〇当日は悪天候で予定していたサイクリングツアーができなか
った。荒天時にも対応できるプログラムや、遺跡の見学がしや
すい季節に実施するなど工夫が必要である。 

博物施設で実際の出土品
等を見ながら行う体験活動
と、地域の方々と連携し地
域資源を生かしたプログラ
ムの設定 

企画のポイント 

東京大学の熊木教授による特別講話 
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本物の縄文土器を見ながら土器づくり 
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【 荒天時： 遺跡の森】

遺跡の森探検＆体験学習

縄文土器の

縄づく り に

挑戦

【 受付】

ネイパル北見
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【 解散】

と こ ろ埋蔵文化財センター
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【 晴天時： 常呂町内】

常呂遺跡サイク リ ングツアー


